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みんなで乗って残そう近鉄養老線
～電車に乗って生まれる心のゆとり～

▼

静
か
な
夜
明
を
待
つ
養
基
神
社（
H　

年　

元
旦
）

１９

朝日に映える養基神社の大鳥居（右）
と、郡一の歴史を持つ拝殿（左）

▼

▼
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一般会計補正予算の内容
歳入・歳出予算総額　７３億８,１２９万円
１８年度当初予算　７３億７,８４３万円の０.４％微増

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例１８ 年度補正予算案４件。条例制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規定１件。条例改正案４件。規約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。変更９件。陳情書１件審議。いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれももももももももももももももももももももも賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数ででででででででででででででででででででで可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・承承承承承承承承承承承承承承承承承承承承承ずれも賛成多数で可決・承認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４第４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

12月6日
▼

12月15日

■■■■■■■■■■■■■■■ 
歳
入
の
主
な
も
の 
■■■■■■■■■■■■■■■

◆
公
私
立
保
育
園
の
保
育
料
の
見

込
と
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童
増

に
よ
る
負
担
金

　
　

万
円
追
加

９７
◆
私
立
保
育
園
児
童
数
増
に
よ
る

国
庫
支
出
金
３
４
７
万
円
追
加

◆
民
生
費
負
担
金
分
の
県
支
出
金

　

６
５
１
万
円
追
加

◆
農
業
水
産
補
助
金
県
支
出
金

　

８
３
５
万
円
追
加

■■■■■■■■■■■■■■■ 
歳
出
の
主
な
も
の 
■■■■■■■■■■■■■■■

◆
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

負
担
分　

万
円
追
加

４７

◆
福
祉
医
療
費
、
老
人
乳
幼
児

　

扶
助
分
１
５
１
９
万
円
追
加

◆
園
児
増
に
よ
る
福
祉
総
務
費

　

３
７
４
万
円
追
加

◆
児
童
福
祉
運
営
費

　

１
２
５
９
万
円
追
加

◆
可
燃
物
処
理
体
系
の
改
善
よ
り

委
託
料
２
２
３
１
万
円
減
額

補 正 額科 目
９７１分担金および負担金
３,４７８国 庫 支 出 金
１６,１７５県 支 出 金
１,４３６諸 収 入

△ １９,２００町 債
２,８６０計

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 入入入入入入入入入入入入入入入 （単位：千円）
補 正 額科 目

△ ３５議 会 費
△ ９,７４０総 務 費
４２,８８７民 生 費

△ １６,５１５衛 生 費
１,８３５農 林 水 産 費
△ ７６７商 工 費
△ ５,６１３土 木 費
２６６消 防 費

△ ３,５４０教 育 費
１,４５１公 債 費

△ ７,３６９予 備 費
２,８６０計

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出出出 （単位：千円）
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二
期
目
を
め
ざ
す
町
長

の
抱
負
は
。

住
み
た
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
の
、
少
子
化

対
策
・　

梅
谷
ト
ン
ネ
ル
の
早

（仮）

期
開
通
・
道
の
駅
開
設
に
よ
る

温
泉
の
活
性
化
・
企
業
誘
致
・

治
山
治
水
・
組
織
の
ス
リ
ム
化

と
行
政
改
革
・
近
鉄
の
存
続
等

を
推
進
し
て
い
く
。

「
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

の
為
に
」
二
つ
の
提
案

を
し
た
い
。
そ
の
一
と
し
て
池

田
温
泉
に
屋
内
流
水
プ
ー
ル
の

併
設
が
で
き
な
い
か
。
近
隣
の

町
で
は
、
既
に
町
民
プ
ー
ル
が

あ
り
、
け
っ
こ
う
繁
盛
し
て
い

る
が
、
プ
ー
ル
は
夏
場
の
み
の

利
用
で
経
済
的
に
考
え
る
時
、

年
中
利
用
出
来
る
温
泉
利
用
は

大
変
有
効
で
も
あ
り
、
ま
た
温

泉
の
活
性
化
、
話
題
性
も
あ
る

と
思
う
が
。

　

次
に
母
子
家
庭
用
の
町
営
住

宅
を
建
設
し
提
供
し
て
は
ど
う

か
。
現
在
の
社
会
環
境
の
変
化

に
よ
る
独
身
者
、
母
子
家
庭
が

増
え
て
来
た
。
経
済
的
に
大
変

厳
し
い
家
庭
が
多
い
。
そ
こ
で
、

安
価
で
安
心
な
町
営
住
宅
の
希

望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

早
々
に
建
設
促
進
さ
れ
る
よ
う

提
案
す
る
。

温
泉
プ
ー
ル
は
、
湯
量

確
保
、
ま
た
、
経
済
性

か
ら
考
え
て
困
難
。
母
子
家
庭

用
住
宅
は
、
既
存
の
住
宅
に
優

先
入
居
し
て
お
り
、
今
後
、
そ

の
対
象
者
に
配
慮
し
て
の
建
て

替
え
を
検
討
し
た
い
。

農
地
・
水
環
境
保
全
対

策
の
状
況
は
。

宮
地
地
区
の
他
、
六
地

区
が
参
加
。
面
積
は
５

８
１　

で
全
耕
地
面
積
の　

％
。

ha

５３

支
援
額
は
２
千
４
百
万
円
で
、

町
負
担
は
６
百
万
円
。
地
域
の

環
境
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
全
員

で
守
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を

図
り
な
が
ら
万
全
を
期
し
て
い

る
。

●池田温泉に流水プールと母子家庭
用の町営住宅建設を

●農地・水環境保全対策は万全か安田正治
議員　

Ａ ＱＱ

Ａ

ＱＡ
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東
と
西
か
ら
は
青
信
号

　

秒
、
赤　

秒
。
南
北

２０

９０

は
国
道
で
優
先
な
の
に
青
と
赤

約
半
々
。
西
に
バ
ロ
ー
も
で
き
、

交
通
量
は
増
え
る
ば
か
り
な
の

に
横
断
歩
道
が
な
い
の
で
自
転

車
・
歩
行
者
は
国
道
を
渡
れ
な

い
。
旧
川
口
屋
が
空
い
て
い
る

今
、
道
路
用
地
を
買
い
、
歩
道

も
作
っ
て
横
断
歩
道
の
あ
る
十

字
交
差
点
に
す
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。
こ
の
東
西
線
は
町
の

都
市
計
画
道
路
で
、
池
田
小
の

北
等
す
で
に
点
々
と
歩
道
が
あ

り
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
必
要
が
あ

り
そ
の
第
一
歩
と
な
る
。「
時

ぞ
今
。」状
況
は
不
可
能
で
は
な

い
。
町
長
の
英
断
を
。

難
し
い
が
十
分
検
討
し

た
い
。

町
が
取
得
し
た
温
泉
南

東
の
２
万
㎡
は
安
全
地

帯
だ
。
道
の
駅
等
何
も
建
て
ず
、

充
分
な
駐
車
場
と
散
策
で
き
る

「
い
こ
い
の
場
」

と
し
、
い
ざ
と

い
う
時
の
為
、

ま
た
は
、
温
泉

改
築
用
地
に
残

し
て
お
く
べ
き
。

道
の
駅
事
業
は

ま
だ
１
５
７
万

円
で
立
地
検
討

調
査
を
し
た
だ

け
。
国
道
４
１

７
号
は
１
日
交

通
量
１
万
台
余

だ
が
、
温
泉
の
所
は　

梅
谷
ト

（仮）

ン
ネ
ル
開
通
後
で
も
予
測
は
４

５
０
０
台
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
に
道
の
駅

は
サ
ー
ビ
ス
す
る
所

だ
か
ら
ど
こ
も
赤
字
。

そ
れ
よ
り
温
泉
本
体

に
投
資
す
べ
き
だ
。

新
館
南
で
道
路
は　
１.５

m
下
が
り
入
口
と
の

高
低
差
は
４
m
と
な

る
。
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
置
し
た
ら

ど
う
か
。よ

く
考
え
て
進
め
る
。

図
書
館
へ
予
算
書
・
決

算
書
・
入
札
執
行
一
覧

表
・
審
議
会
の
成
果
資
料
等
並

べ
ら
れ
た
い
。

検
討
し
、
出
せ
る
物
は

出
す
。

●旧川口屋前の変則交差点の解消に
町長の英断を

●道の駅建設には一考を
●図書館で一層の情報開示を

Ｑ

窪田弘子
議員　

旧
川
口
屋
前
は
変
則
交
差
点

な
の
で
待
ち
時
間
が
長
く
、

毎
朝
渋
滞
。

Ａ

Ａ Ａ

Ｑ

Ｑ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
池
田

温
泉
は
、
土
石
流
危
険
区
域

に
あ
る
。

手前の道路が、信号がついて１.５ m下がる。歩いて登るのは大変。

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
。
横
断
歩
道
の
な
い

交
差
点
。

４方向とも待ち時間が長い。これは東から国道４１７号へ
入る所。
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地
方
分
権
に
伴
い
各
地

で
議
会
改
革
が
進
ん
で

い
る
。
民
意
を
真
に
反
映
す
る
議

会
運
営
が
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
。

住
民
が
議
会
で
意
思
を
反
映
す
る

仕
組
み
が
必
要
。
区
の
単
位
は
、

　

数
世
帯
か
ら
約
７
０
０
世
帯
と

１０ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
住
民
自
治
を

行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
構
成
の
自
治

会
へ
の
脱
皮
が
必
要
。

　

区
長
に
行
政
か
ら
の
依
頼
が
集

中
す
る
負
担
も
軽
減
さ
れ
た
い
。

が
、
町
長
の
後
援
会
活
動
を
行
政

ラ
イ
ン
を
使
っ
て
行
う
こ
と
は
住

民
自
治
を
目
指
す
上
で
は
非
常
に

残
念
。
け
じ
め
が
必
要
。
議
会
と

行
政
と
住
民
の
役
割
を
再
確
認
す

る
意
味
で
、
基
本
条
例
の
制
定
を

提
案
し
た
い
。

中
央
集
権
化
の
時
代
か
ら
、

地
域
自
ら
が
考
え
て
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政
が
な
ん
で

も
や
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
協

働
を
目
指
す
取
り
組
み
が
今
後
の

行
政
運
営
の
基
本
と
考
え
る
。
そ

の
機
運
の
高
ま
り
の
中
で
条
例
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
の
を
期
待

す
る
。
開
か
れ
た
議
会
を
望
む
。

住
民
課
の
指
導
の
元
に

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

と
各
地
区
持
ち
寄
り
回
収
が
効
果

を
あ
げ
て
郡
内
で
は
「
古
紙
」
と

「
繊
維
類
」の
リ
サ
イ
ク
ル
量
は
突

出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

ト
レ
ー
以
外
の
、
Ｐ
マ
ー
ク
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

月
１
回
の
ゴ
ミ
収
集
場
に
入
り
き

れ
な
い
量
で
あ
る
。
燃
や
さ
ず
再

資
源
化
を
！　

県
内　

市
町
村
中
、

４２

７
割
以
上
の
自
治
体
が
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
。

来
年
、
モ
デ
ル
地
区
を
つ

く
り
、
廃
プ
ラ
の
収
集
分

別
に
つ
い
て
資
源
と
し
て
の
有
効

活
用
の
理
解
を
得
た
い
。
セ
ン

タ
ー
も
将
来
は
数
ケ
所
、
設
置
が

必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

●議会と住民と行政の役割を明確に
●将来にわたる環境問題への方針の
確立を （プラスチック包装容器のリサイクル推進）

住
民
自
治
基
本
条
例
を
視
野
に

入
れ
て
の
ま
ち
づ
く
り
を

石
油
資
源
の
枯
渇
と
地
球
温

暖
化
防
止
は
世
界
の
テ
ー
マ

倉地幸子
議員　

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

リサイクルセンター

月１回・回収のその他の燃えるゴミ

H１７年度揖斐郡他町との比較
残 仔仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕

大野揖斐川池田

１４６t５９６t１１８２t古紙

１９t３８t１３９t繊維類

２３t２４t７３tペットボトル

１００t１１４t−プラ容器包装類

持ち寄り回収

家庭から出るPマークのプラスチック包装
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公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

設
置
を
増
や
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

心
肺
蘇
生
法
と
合
わ
せ
て
講
習
会

の
開
催
を
。

６
月
に
総
合
体
育
館
に

設
置
し
た
。　

年
度
に

１９

岐
阜
放
送
の
社
会
福
祉
事
業
団
か

ら
一
台
寄
付
さ
れ
る
。
助
成
制
度

を
利
用
し
な
が
ら
普
及
さ
せ
た
い
。

年
２
回
取
扱
講
習
会
を
開
催
し
て

い
る
。　

八
幡
児
童
館
の
建
設
は

八
幡
小
学
校
の
建
設
構

想
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た

い
。

八
幡
小
学
校
建
替
え
の

検
討
委
員
会
を
早
急
に

立
ち
上
げ
て
構
想
的
な
こ
と
を
踏

ま
え
て
位
置
決
定
を
し
た
い
。

下
水
道
料
金
の
見
直
し

に
従
量
制
の
導
入
ま
た

は
、
少
人
数
家
庭
が
割
高
に
な
ら

な
い
よ
う
改
定
す
べ
き
。
下
水
道

会
計
の
改
善
は
歳
入
だ
け
で
な
く
、

歳
出
の
委
託
料
等
の
見
直
し
も
必

要
。
家
屋
間
距
離
の
導
入
は
遅
く

と
も
第
三
期
計
画
に
は
間
に
合
う

よ
う
に
。使

っ
た
量
で
負
担
し
て

も
ら
う
の
が
本
来
で
は

あ
る
が
、
池
田
町
の
経
過
も
あ
り

将
来
的
に
考
え
た
い
。
家
屋
間
距

離
は
第
三
期
下
水
道
認
可
の
計
画

時
点
に
は
導
入
し
た
い
。

（
仮
称
）
梅
谷
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
見
通
し
は
ど
う

か
。
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
に
つ
い
て

公
募
し
て
は
ど
う
か
。

開
通
時
期
は　

年
度
に

２１

一
年
早
ま
り
そ
う
。
工

事
名
は
片
山
梅
谷
工
区
と
な
っ
て

い
る
が
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
公
募
方
式
と
か

検
討
し
進
め
た
い
。

近
鉄
利
用
促
進
や
公
共

施
設
を
巡
回
す
る
よ
う

温
泉
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
。

温
泉
バ
ス
停
留
所
を　
１９

年
１
月
よ
り
池
田
町
役

場
と
コ
メ
リ
を
追
加
。
月
曜
日
の

午
後
も
運
行
す
る
計
画
。
今
後
も

公
共
施
設
や
病
院
等
も
追
加
し
な

が
ら
運
行
し
た
い
。

高
畑
遺
跡
や
南
野
古
墳

の
貴
重
な
遺
物
（
県
所

有
）
の
町
民
へ
の
公
開
の
見
通
し

は
。

譲
渡
に
つ
い
て
意
向
の

打
診
が
あ
り
、
町
は
い
つ

で
も
受
け
る
と
返
事
し
て
あ
る
が
、

県
の
意
向
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。

町
と
し
て
は
譲
渡
さ
れ
し
だ
い
公

開
し
た
い
。

●八幡児童館は小学校立替計画の中
で検討を

●公共施設にAEDを増設せよ

Ｑ

野網義一
議員　

Ａ

Ａ Ｑ

ＱＡＱＡ

Ｑ

Ａ ＡＱ

①AEDの電源を入れる。
②電極パッドを傷病者の胸部に心臓を挟み込むように装着す
る。
※電極パッドには、次の貼り付け位置が絵で表示してある。
・右前胸部（鎖骨のすぐ下）
・左側胸部
③AEDから発せられる音声指示に従って操作を行う。
④AEDが自動解析をしている間、誰も傷病者に触れないよう
に注意を喚起する。
⑤AEDが除細動適応の音声指示を行った場合には、通電ボタ
ンを押す。この際も、誰も傷病者に触れないように注意を喚
起し、安全確認を行う。
その後もAEDからの音声指示に従って行動する。

■ AED の 使 用 方 法
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Q　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
副
町
長

を
置
く
事
が
出
来
る
が
、
ど
う
す
る
か
。

A　
い
ず
れ
は
置
く
よ
う
な
形
に
な
る
と

思
う
が
、
い
ま
少
し
状
況
を
見
な
が
ら
判

断
し
た
い
。
４
月
か
ら
置
く
考
え
は
な
い
。

Q　
会
議
に
出
る
場
合
、
副
町
長
と
部
長
で

は
発
言
の
受
け
取
り
方
に
差
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

A　
会
議
の
場
で
、
同
じ
発
言
を
し
て
も
副

町
長
の
発
言
の
方
が
若
干
重
み
が
あ
る
の

は
否
め
な
い
。
今
回
の
改
正
に
伴
っ
て
、

十
分
配
慮
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

Q　
副
町
長
を
選
ぶ
場
合
、
外
部
か
ら
入
れ

る
の
か
内
部
か
ら
選
ぶ
の
か
。

A　
地
域
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
部
分
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き
た
ら
内
部
か

ら
と
考
え
て
い
る
。

Q　
庁
舎
内
の
清
掃
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

A　
委
託
業
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。
庁

舎
外
は
、
職
員
全
員
で
月
曜
日
８
時
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
課
ご
と
に
場
所
を
割
当
て
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
委
託
業
者
に
指
示
し
な

が
ら
改
善
し
た
い
。

Q　
人
件
費
の
減
額
が
あ
っ
た
が
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
形
で
抑
え
て
い
く
の
か
。

A　
４
月
よ
り
公
務
員
の
給
与
改
正
が
な

さ
れ
、
今
後
伸
び
を
抑
え
る
仕
組
で
改
革

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

Ｑ　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
。

A　

広
域
の　

才
以
上
で
、
県
単
位
の

７５

組
合
と
し
平
成　

年
４
月
よ
り
開
始

２０

さ
れ
る
。
町
の
老
人
保
健
対
象
者
は

約
２
５
０
０
名
。
介
護
保
険
は
、
郡

単
位
で
変
ら
ず
、
高
額
医
療
の
多
い

　

才
以
上
を
一
つ
に
す
る
。

７５
Ｑ　

廃
棄
物
処
理
の
改
正
の
中
身
は
。

A　

可
燃
性
粗
大
ご
み
の
う
ち
、
生
活

系
に
伴
う
粗
大
ご
み
、
布
団
、
じ
ゅ

う
た
ん
、
瓦
れ
き
類
、
瓦
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
搬
入
と
有
料
化
実
施
。

（
４
月
１
日
よ
り
実
施
）

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
増
は
必

要
か
。

A　

毎
年
増
加
す
る
医
療
費
の
伸
び
は

大
き
く
、
過
去
三
年
間
増
税
せ
ず
据

え
置
い
て
い
る
が
、
こ
の
間
基
金
を

取
り
崩
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
見

１８

込
み
は
医
療
分
だ
け
で
も
１
１
２
・

４
％
増
が
見
込
ま
れ
る
。　

年
度
保

１９

険
税
を
平
均
し
て
１
１
３
・
８
％
増

で
補
う
。

Ｑ　

温
知
小
通
学
路
拡
幅
陳
情
の
件
。

A　

主
旨
は
よ
く
理
解
で
き
る
が
充
分

検
討
し
総
合
的
な
計
画
に
入
れ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
内
容
的
に
は
継

続
審
議
と
し
、
陳
情
書
は
採
択
し
た
。

◎
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例

◎
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
大
垣
消
防
組
合
規
約
の
変
更

◎
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育

所
組
合
規
約
の
変
更

◎
揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
規
約
の
変

更
◎
揖
斐
広
域
連
合
規
約
の
変
更

◎
西
濃
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

◎
大
垣
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更

◎
足
打
谷
林
野
組
合
規
約
の
変
更

◎
樫
原
谷
林
野
組
合
規
約
の
変
更

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

付 託 案 件

漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

１２月７日開催

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

１２月１３日開催

総　

務　

委　

員　

会

総　

務　

委　

員　

会

主
な
審
査
の
内
容

主
な
審
査
の
内
容

◎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
設
置

◎
町
廃
棄
物
の
処
理
及
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

　

・
一
般
会
計

◎
温
知
小
学
校
南
側
歩
道
兼
通

学
路
拡
幅
を
求
め
る
陳
情

付 託 案 件
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Q　

片
山
地
内
で
、
農
免
道
路
と
の
交

差
点
付
近
が
、
降
雪
や
凍
結
で
滑
り
、

苦
労
し
て
い
る
が
。

A　

グ
ル
ー
ビ
ン
グ
工
法
（
道
路
を

削
っ
て
線
を
入
れ
る
）
で
、
雨
水
の

滞
留
及
び
凍
結
を
防
止
す
る
。

Q　

農
道
整
備
事
業
の
、
施
工
優
先
順

序
は
ど
う
決
め
る
の
か
。

A　

農
振
農
用
地
区
内
に
お
い
て
、
区

長
よ
り
要
望
が
あ
り
、
県
の
補
助
採

択
基
準
に
適
合
し
て
い
る
箇
所
で
、

必
要
性
に
よ
り
、
県
と
協
議
し
て
決

め
る
。

Q　

粕
川
大
橋
の
、
維
持
管
理
に
伴
う

揖
斐
川
町
の
負
担
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

A　

今
回
は
補
助
金
が 

で
あ
り
、

補
助
金
の
残
り
を
揖
斐
川
町
と
折
半

す
る
。

Q　

指
定
さ
れ
て
い
る
通
学
路
は
、
全

部
除
雪
さ
れ
る
の
か
。

A　

学
校
教
育
課
よ
り
指
定
を
受
け
た

所
は
行
う
。
重
機
の
入
ら
な
い
と
こ

ろ
は
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
行

う
。

Q　

池
田
小
付
近
の
、
東
川
に
お
け
る

猟
銃
の
発
砲
事
件
に
つ
い
て
の
対
処

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

警
察
の
捜
査
で
犯
人
は
見
つ
か
っ

た
。
池
田
町
の
人
で
は
な
い
。
狩
猟

者
の
常
識
の
欠
如
で
あ
り
、
郡
の
猟

友
会
へ
会
員
の
モ
ラ
ル
の
徹
底
を
要

１
２

望
し
た
。

Q　

J
R
東
海
が
開
催
し
た
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
コ
ー
ス
の
選
択
が

で
き
な
い
か
。

A　

今
回
は
、
千
三
百
人
参
加
で
円
興

寺
ト
ン
ネ
ル
北
側
で
チ
ラ
シ
を
配
り

出
迎
た
。
霞
間
ヶ
渓
で
は
き
き
ょ
う

太
鼓
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
池
野
駅

で
は
湯
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
。
J

R
東
海
の
考
え
に
も
よ
る
の
で
要
望

は
伝
え
た
い
。

Q　

池
田
温
泉
本
館
・
新
館
の
臨
時
職

員
の
賃
金
増
額
の
理
由
は
何
か
。

A　

当
初
予
算
で
は
、
昼
間
７
７
０
円
、

夜
間
８
５
０
円
の
単
価
を
、
昼
間
８

３
０
円
、
夜
間
９
１
０
円
の
単
価
に

引
き
上
げ
た
。

◎
平
成　

年
度
池
田
町
土
木
土
地

１８

改
良
事
業
の
経
費
の
分
担
金
徴

収
に
つ
い
て

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算
に
つ
い

１８

て一
、
一
般
会
計

一
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

一
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計

一
、
温
泉
施
設
特
別
会
計

付 託 案 件

１２月１１日開催

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

主
な
審
査
の
内
容

工事中の現場

第２回　臨時会 １０月２５日
南部公園第２期工事　可決

（６,４４７万円）
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漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

Ｑ　

そ
れ
ぞ
れ
の
工
区
で
、
参
加
業
者
は

何
社
で
あ
り
、
そ
の
請
負
率
は
何
％
で

あ
っ
た
か
。

Ａ　

第
１
工
区
は
指
名
業
者
は
８
社
で
請

負
率
は　

・
３
％
。

７１

　

第
２
工
区
は
６
社
で　

・　

％
。

８５

９１

　

第
３
工
区
は
７
社
で　

・　

％
。　

８２

６６

　

第
４
工
区
は
７
社
で　

・　

％
。

８３

７８

　

第
５
工
区
は
７
社
で　

・　

％
。

８２

１６

　

第
６
工
区
は
７
社
で　

・　

％
。

８５

３４

　

第
７
工
区
は
７
社
で　

・　

％
で
あ
っ

８０

１１

た
。

Ｑ　

電
子
入
札
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

Ａ　

９
月
ま
で
に
電
子
入
札　

件
と
紙
入

１４

札　

件
と
い
う
事
で
大
き
な
工
事
を
発

２３
注
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

透
明
性
と
業
務
改
革
を
経
て
、
コ
ス
ト

削
減
と
な
り
、
ト
ー
タ
ル
で
紙
入
札
に

比
較
し
て　

％
の
削
減
が
出
来
る
と
言

１５

わ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

業
者
が
指
名
を
受
け
る
時
に
、
申
請

に
基
づ
い
て
資
格
審
査
を
す
る
と
思
う

が
、
こ
の
工
事
の
よ
う
に
、
三
千
万
円

位
の
工
事
の
場
合
、
町
内
の
業
者
は
何

社
ぐ
ら
い
指
名
が
受
け
ら
れ
る
か
。

Ａ　

大
体
、
三
千
万
円
程
度
の
工
事
に
対

す
る
町
内
の
業
者
は
７
〜
８
社
程
度
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

本
日
の
資
料
は
広
報
の
何
月
号
に
載

る
の
か
。
使
用
料
算
定
を
届
出
制
に
変

更
す
る
と
い
う
改
定
日
が
平
成　

年
４

１９

月
１
日
で
あ
っ
て
、
料
金
の
値
上
げ
の

改
定
日
で
は
な
い
の
か
。

Ａ　

広
報
１
月
号
で
町
民
の
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
し
、
２
月
号
で
今
後
の
見
通
し

を
載
せ
、
３
月
議
会
で
出
来
た
ら
ま
と

め
た
い
。
料
金
の
見
直
し
は
、
平
成　
１９

年
度
の
早
い
う
ち
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

〈
要
望
と
し
て
〉

・
町
内
業
者
の
育
成
を
願
い
た
い
。

・
町
民
に
出
さ
れ
る
資
料
は
わ
か
り
や
す

く
、
標
準
家
庭
が
一
軒
当
た
り
実
際
に

か
か
る
費
用
等
も
の
せ
ら
れ
た
い
。

　
　

以
上
、
委
員
会
と
し
て
、
下
水
道
工

事
計
画
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
農
業

集
落
排
水
・
公
共
下
水
道
事
業
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
報
告
を
了
と
し
、
下

水
道
事
業
の
効
率
的
な
整
備
に
つ
い
て

は
、
継
続
的
に
審
議
し
て
い
く
事
に

な
っ
た
。

　

平
成　

年
度
下
水
道
工
事
計
画
進
捗
状
況

１８

に
つ
い
て
事
業
の
説
明
を
受
け
た
。

　

農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水
道
事
業
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
、
下
水
道
事
業
の
効
率
的

な
整
備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。 １２月８日開催

下
水
道
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

Ｑ　

手
数
料
の
比
較
を
す
る
と
多
少
の
差
が

あ
る
が
、
町
と
し
て
近
い
将
来
料
金
の
見

直
し
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

Ａ　

具
体
的
に
改
定
と
い
う
の
で
な
く
、
各

市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
で
や
っ
て
い
る
。

将
来
、
町
の
状
況
で
料
金
の
変
更
を
す
る

場
合
、
条
例
の
改
正
が
可
能
で
あ
る
。
と

い
う
資
料
提
出
を
し
た
。

Ｑ　

届
出
の
な
い
不
法
広
告
が
出
た
場
合
、

こ
れ
は
ど
こ
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る

の
か
。

Ａ　

大
変
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
基
本
的

に
は
管
理
は
県
の
広
告
物
条
例
に
基
づ
い

て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
不

法
広
告
が
出
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
。

Ｑ　

広
告
板
を
立
て
る
場
合
、
交
通
事
故
等

お
き
る
危
険
な
場
所
に
は
立
て
て
は
な
ら

な
い
。
規
制
は
出
来
て
い
る
の
か
。

Ａ　

基
本
的
に
は
、
町
が
都
市
計
画
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
告
物
の
規
制
が

入
っ
て
き
た
。
県
の
屋
外
広
告
物
条
例
が

適
用
さ
れ
る
。

Ｑ　

地
区
公
民
館
を
利
用
す
る
場
合
、
公
的

会
議
か
、
そ
の
他
の
会
議
か
の
判
断
基
準

と
、
時
間
延
長
と
な
っ
た
時
の
対
応
は
ど

う
か
。

Ａ　

多
面
に
波
及
す
る
こ
と
と
思
う
が
使
用

料
の
運
用
と
い
う
こ
と
で
資
料
提
供
し
た
。

こ
の
条
例
を
基
本
に
運
用
し
て
い
る
。
減

免
は
町
の
主
催
す
る
行
事
、
町
の
後
援
、

共
催
す
る
行
事
。
減
額
は
各
種
団
体
が
利

用
す
る
場
合
。
時
間
運
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
線
を
崩
さ
な
い
程
度
に
柔
軟
な
運
用

を
し
て
い
る
。

　
　

将
来
的
に
は
指
定
管
理
も
考
え
て
い
き

た
い
が
何
れ
に
し
て
も
、　

時
間
使
用
は

２４

出
来
な
い
公
共
施
設
だ
と
い
う
こ
と
を
前

提
に
よ
く
検
討
し
た
い
。

　

以
上
説
明
を
了
と
し
た
。

手
数
料
、
使
用
料
に
つ
い
て

１２月１２日開催

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

池
田
町
手
数
料
条
例
と
他
団
体
と
の
比
較
、

池
田
町
各
施
設
使
用
料
と
他
団
体
と
の
比
較

表
に
よ
り
、
既
に
平
成　

年
４
月
よ
り
地
方

１２

分
権
一
括
法
施
行
に
伴
い
機
関
委
任
事
務
が

廃
止
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
で
法
令
に
反
し

な
い
限
り
独
自
の
条
例
で
手
数
料
制
定
が
可

能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
池
田
町
の
手
数
料
・

使
用
料
の
現
状
と
、
類
似
団
体
、
近
隣
市
町

の
資
料
と
比
較
し
料
金
設
定
の
協
議
を
願
い
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
中
で
方
向
、
金
額
等
協
議
し
て
い
き
た
い
。

と
の
説
明
を
受
け
た
。

使
用
料
に
つ
い
て
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編

集

後

記

　

平
成　

年
の
正
月
は
、
殊
の

１９

外
穏
や
か
な
、
暖
か
い
日
々
に

恵
ま
れ
、
町
民
各
位
に
は
、
善

き
新
春
を
お
迎
え
に
な
っ
た
事

と
拝
察
致
し
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」と
言
わ
れ
、

巡
る
月
日
の
早
さ
に
広
報
委
員

一
同
、
今
更
の
よ
う
に
驚
い
て

い
ま
す
。
私
達
の
拙
い
議
会
広

報
も
、
実
は
、
委
員
各
々
の
思

い
入
れ
が
あ
り
、
取
り
組
ん
で

き
た
つ
も
り
で
す
が
、
そ
の
思

い
の
一
つ
で
も
町
民
の
皆
様
に

伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
愛
読

に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
池
田
町
の
今
後
４
年

間
の
町
政
を
再
度
担
う
べ
く
、

岡 

和
夫
氏
が
立
候
補
し
、
無

投
票
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
町

民
各
位
は
、
厳
し
い
こ
の
時
代

の
「
池
田
町
」
の
舵
取
り
を
、

岡 

和
夫
氏
の
手
堅
い
行
政
手

腕
に
託
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
に
期
待
を
こ
め
「
ご
当

選
お
め
で
と
う
」
と
申
し
上
げ

ま
す
。
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表紙写真の説明表紙写真の説明表紙写真の説明表紙写真の説明表紙写真の説明表紙写真の説明

　

平
成　

年
度
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
は
、
伸
び
ゆ

１８

く
池
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
中
に
、「
温
故
知
新
」
の
謂

わ
れ
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
各
地
区
の
代
表
的
な
題

材
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

揖
斐
郡
一
の
古
社

　
　
　
　

養　

基　

神　

社

　

田
中
字
野
中
に
あ
り
、
祭
神
は
市
杵
島
姫
命
で
あ
る
。

　

由
緒
、
延
喜
式
神
明
式
に
よ
れ
ば
美
濃
国
三
九
座
中
池
田

郡
一
座
（
小
）
養
基
神
社
（
美
濃
明
細
記
）

　

美
濃
神
明
記
に
従
五
位
下
八
岐
明
神
と
あ
り
、
続
日
本
後

記
に
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
七
月
癸
酉
美
濃
国
池
田
郡
養
基

神
預
二

宮
社
一

緑
有
二

霊
験
一

也
と
記
養
さ
れ
る
揖
斐
郡
一
の
古

社
で
あ
る
。

　

天
正
年
中
（
一
六
世
紀
後
半
）
織
田
信
長
の
兵
火
に
か
か

り
炎
上
し
た
が
、
後
年
再
建
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
以

降
、
春
日
神
社
、
稲
荷
神
社
、
八
幡
神
社
を
遷
座
合
祀
す
る
。

（
池
田
町
史
通
史
編
よ
り
）

　

左
写
真
の
鬼
瓦
は
、
当
神
社
の
拝
殿
を　

年
間
風
雪
に
耐

７７

え
、
守
護
さ
れ
た
と
、
氏
子
一
同
よ
り
感
謝
さ
れ
、
保
存
さ

れ
て
い
る
。（
大
正　

年
〜
平
成　

年
）

１３

１３


